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海藻の調理法と地域性(7)一九州北西部沿岸地域にみられる海藻の食習俗-

　　　　ノートルダム清心女大家政く食品・栄養）　　　　　今田節子

　『『司|　本研究は日|本の伝統食である海藻の料理法＜海|藻にまつわる|食習俗の特徴を地域

性としてとらえようとしたものである。今回は九州北西部沿岸に伝承されている海藻の食

習俗を明らかにし、すでに調査を終えた瀬戸内・日本海沿岸の習俗と比較検討してみたい

　陽‾司|　平成元|年の夏、島原湾■ --.

漁業協同組合・漁師・古老・主婦達から、地域の生業・漁業形態・海藻の種類・採取目的

採取方法・保存法・行事との関わり等について聞き取り調査を実施した。

　liコ|］①紅藻類・褐藻類の自生が多く、とくに、フノリ・トサカノリ一天草・ヒジキが

多い。②内海・外海の両海境をもつ苓北町・牛深市（熊本県）では、海藻の種類・量共に

多く、採取・出荷・加工・消費の一連の習慣が定着している. ③対馬海流域の五島列島・

大島村では自生量は多いがヒジキ・フノリ等採取は限られ、漁業形態が大きいためか生活

の中での海藻の位置付けは低い. ④半農半漁の多い島原湾沿岸では海藻の自生量は少なく

自給のためのみに採取されている。⑤仏事の行事食としてイギリス草・天草・ヒジキが用

いられ、イギリスは島原湾沿岸のみに伝承される料理であった. c対馬海流域沿岸では海

藻の口開けの行事があり、五島の三井楽町では磯相撲の行事が行われていた。X ,福江市

崎山・大島では村総出で海藻採取を行い、その収入を村・婦人会・青年部の運営経費に当

てる習慣が今日まで伝えられている、　　　以上の結果から、九州北西部沿岸地域の海藻

の食習俗は鳥原湾沿岸・天草灘沿岸・対馬海流域沿岸の三地域に区分でき、島原湾沿岸は

瀬戸内沿岸地域の習俗と類似し、他の二地域は独自の習慣を持つと言える、

C 48 桜島降灰下における生活者の意識と実態

　　　一　食生活に関して　一
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　目的　鹿児島県本土のほぼ中央に位置する桜島は、昭和4 9年頃からその火山活動が活発

化しているが、その降灰の影響は農業経済面をはじめ、住民の生活や健康に直接的間接的

に現れているものと思われる。しかし、これまで、家庭生活に及ぼす降灰の影響に関して

具体的な調査研究はなされていない。そこで、生活全般にわたる降灰の影響について桜島

住民を対象に総合調査を行った。ここでは、食'-fe活に関する影響について報告する。

　方法　桜島の行政区域別に、危険率5 % 以内で、全島27地点から比例配分によって1250

世帯を柚出し1989年2 月～3 月に難問球による留置調育を行った。回収率は87.5％（10

94世帯､）で有効回収率は8 6.5％Tある。iiisj 奔の結尖は、七として行政区域、降灰量の多少

による区分地域、辛婦の年齢層と居件年数の分析軸によって検討した。

　結果　調査は大きく日常の食牛活に対する降灰の影響と桜島の伝統食に及ぼす影響につ

いて行った。日常の食生vSへの影響については、影響を感じているものは約50%で、降灰

による料理材料の変化や材料の洗浄などの労力の増加があげられた。また、自然環境の影

響を直接受ける野菜類については、その摂取量は降灰の少なかった時期と幕は見られない

が、自家栽培を中止あるいは縮小した結果、その入手方法が市販野菜への依存を高めてい

ることがうかがわれた。桜島伝統食の継承に関しては77 %が現在でも各自の家庭でそれが

受け継がれているとしながらも、半数近いものが降灰の影響を指摘しており、そのまな理

巾としては材料が採れ難くなったことをあげるものが多かった。15年以上続く降灰の食生

活、食文化両面への影響はかなり複雑であり、今後更に調査検討を行う予定である。


